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第5号

8.15

久玉町内之原地区

平成25年第２回定例会会議日程
６月 ３ 日　本会議／開会、提案理由説明
６月 ７ 日　本会議／質疑
６月12日　本会議／一般質問
６月13日　本会議／一般質問
６月14日　本会議／一般質問
６月17日　市民生活委員会・建設経済委員会
６月18日　総務政策委員会・教育厚生委員会
６月21日　本会議／委員長報告・討論・採決、閉会

市議会だより

日本の宝島“天草”の創造を目ざして！

虫追いどん。五穀豊穣を願って



あまくさ市議会だより 3 あまくさ市議会だより 2

～地方議会における諸課題について研修を行う～

　市議会では、平成24年に議会基本条例を定め、
議会の活性化に努めているところですが、市民の
ニーズが多様化する今日、あらためて、議会の責
任と役割を再認識すべく、７月１日（月）に、熊本
県市長会東京事務所長で、元衆議院法制局の上妻
博明氏を講師として招き、研修会を開催しました。
　研修会では、地方議会を取り巻く近況、諸課題
について講義を受け、今後の地方議会のあり方、
また、行政サービスにおける法システムの構築、
運用などをあわせて研修しましたが、講演後も議
員側から多くの質問がなされるなど、予定時間を
超える充実した研修会となりました。
　今後も私たち市議会は、積極的に研修会を企画
し、今後の市政に反映させてまいります。

議員研修会を実施！

  

富
津
（
７
月
11
日
）　

●
﨑
津
み
な
と
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
つ
い
て
は
、
市
か
ら
補
助

金
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
継

続
し
て
い
く
の
に
苦
慮
し
て
い

る
。
世
界
遺
産
を
目
ざ
し
て
い

る
か
ら
地
域
の
盛
り
上
が
り
も

大
事
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
市

と
の
連
携
を
深
め
て
行
き
た

い
。
補
助
の
見
直
し
を
し
て
い

た
だ
く
と
た
い
へ
ん
助
か
る
。

●
議
員
や
職
員
の
仕
事
が
見
え
な

い
。
報
酬
や
給
与
を
も
っ
と
削

減
す
べ
き
。

●
報
酬
を
削
減
す
る
こ
と
に
は
賛

成
で
き
な
い
。
地
域
の
た
め

に
、
報
酬
に
見
合
う
だ
け
の
仕

事
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
そ
れ

で
い
い
。

  

枦
宇
土・宮
地
岳
（
７
月
12
日
）

●
高
齢
化
が
進
む
宮
地
岳
地
区
に

お
い
て
、
予
約
制
の
福
祉
バ
ス

の
導
入
は
で
き
な
い
か
。

●
農
業
が
職
業
と
し
て
継
続
で
き

る
よ
う
に
、
小
規
模
な
補
助
事

業
に
つ
い
て
も
条
件
を
整
え
る

今年度も
議会報告会を
開催しています

― 24地区で開催 ―

倉岳宮野河内二江・手野・城河原

枦宇土・宮地岳

■議会報告会日程

富津

べ
き
だ
。

●
議
員
定
数
削
減
に
つ
い
て
は
、

議
会
に
敬
意
を
表
す
る
。

●
宮
地
岳
小
跡
を
二
次
避
難
所
と

し
て
整
備
で
き
な
い
か
。

●
高
齢
者
が
自
宅
に
一
人
で
い
る

と
危
険
な
時
期（
夏
場
や
冬
場
）

に
、
集
団
で
生
活
が
で
き
る
よ

う
な
施
設
整
備
は
で
き
な
い
か
。

●
亀
川
小
の
イ
ベ
ン
ト
時
、
駐
車

場
が
不
足
す
る
。
空
き
地
を
市

が
購
入
し
整
備
は
で
き
な
い
か
。

  

倉
岳
（
７
月
17
日
）　

●
瀬
戸
地
区
あ
た
り
か
ら
の
案
内

標
識
に
「
倉
岳
」
の
標
示
が
な

い
。
島
外
か
ら
の
観
光
客
は
倉

岳
の
場
所
が
わ
か
ら
な
い
と
思

う
の
で
、
改
善
し
て
ほ
し
い
。

●
棚
底
城
跡
だ
け
で
は
な
く
、
浦

城
跡
も
調
査
・
整
備
し
地
域
活

性
化
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

●
市
道
の
整
備
に
必
要
な
機
械
を

市
の
補
助
で
購
入
で
き
な
い
か
。

●
本
渡
地
区
へ
の
人
口
流
出
が
顕

著
で
あ
る
。
旧
町
へ
の
予
算
の

割
り
当
て
に
つ
い
て
説
明
し
て

ほ
し
い
。

  

宮
野
河
内
（
７
月
19
日
）　

●
日
ご
ろ
か
ら
、
市
道
路
線
の
状

況
な
ど
を
委
員
会
で
見
て
回
り

現
状
把
握
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

●
近
い
将
来
、
地
域
か
ら
若
者
が

い
な
く
な
る
。
議
員
の
考
え
を

聞
き
た
い
。

●
産
島
八
幡
宮
例
祭
が
市
の
無
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が

メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。
地

元
は
維
持
管
理
な
ど
も
含
め

た
い
へ
ん
苦
慮
し
て
い
る
の
で

維
持
に
対
す
る
助
成
制
度
な
ど

を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

●
市
役
所
が
リ
ー
ド
し
て
、
本
渡

ば
か
り
で
は
な
く
地
域
の
活
性

化
や
発
展
を
目
ざ
し
て
ほ
し
い
。

●
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
事
業
は
た
い
へ
ん

あ
り
が
た
か
っ
た
が
、
コ
ン
バ
イ

ン
な
ど
の
農
業
機
械
へ
の
課
税

に
つ
い
て
は
再
考
し
て
ほ
し
い
。

農
業
と
観
光
を
推
進
し
て
い
る

の
に
矛
盾
し
て
は
い
な
い
か
。

●
議
員
や
職
員
が
一
生
懸
命
が
ん

ば
っ
て
い
れ
ば
、
議
員
報
酬
や

給
与
が
高
い
な
ど
の
意
見
が
住

民
か
ら
出
る
こ
と
は
な
い
。
そ

の
よ
う
な
意
見
が
出
な
く
な
る

よ
う
に
職
務
を
ま
っ
と
う
し
て

ほ
し
い
。

  

二
江
・
手
野
・
城
河
原

（
７
月
19
日
） 

●
自
治
公
民
館
が
古
く
て
修
理
し

た
い
が
、
補
助
率
が
35
%
で
上

限
が
６
５
０
万
円
。
地
域
の
人

に
負
担
し
て
も
ら
う
の
が
心
苦

し
い
。
補
助
率
を
も
っ
と
増
や

せ
な
い
か
。

●
合
併
し
て
本
渡
地
域
だ
け
栄
え

て
い
る
が
、
他
の
地
区
の
現
状

を
議
員
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　

今
回
も
多
く
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
、
議
会
報
告
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
が
、
開
催
す
る
こ

と
で
満
足
し
て
は
何
の
意
味
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
開
催
を
通
じ
て
、
み
な
さ

ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
基

に
議
員
間
で
積
極
的
な
討
議
を
行

い
、
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

報
告
会
に
際
し
、
わ
か
り
や
す

い
説
明
が
で
き
ず
に
反
省
す
る
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
叱
咤
激
励
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
議
員
み
ず
か
ら
も

学
習
す
る
こ
と
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
り
、
市
民
に
必
要
と
さ
れ
る

議
会
を
目
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
報
告
会
を
通
し
て
、
議
員
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

【
意
見
交
換
会
で
の
主
な
意
見
】
7
月
19
日
開
催
分
ま
で

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　 地区 開催日 場　所
1 富津 ７月11日（木） 富津地区コミュニティセンター
2 枦宇土・宮地岳 ７月12日（金） 枦宇土地区コミュニティセンター
3 浦・棚底・宮田 ７月17日（水） 多目的研修集会施設
4 二江・手野・城河原 ７月19日（金） 地域交流センター　おおくす
5 宮野河内 ７月19日（金） 宮野河内地区コミュニティセンター
6 御領・鬼池 ７月22日（月） 五和町コミュニティセンター
7 楠浦 ７月26日（金） 楠浦地区コミュニティセンター
8 新合 ７月26日（金） 新合地区コミュニティセンター
9 志柿 ７月26日（金） 志柿地区コミュニティセンター
10 本渡北 ８月６日（火） 本渡北地区コミュニティセンター

11 本町 ８月20日（火）
19時00分～ 本町地区コミュニティセンター

12 一町田 ８月21日（水）
19時30分～ 一町田地区コミュニティセンター

13 楠甫・大浦・須子・赤崎・上津浦・下津浦・島子
８月23日（金）
19時30分～ 有明町民センター

14 本渡南

9月議会終了後、開催予定

15 佐伊津
16 亀場
17 下浦
18 牛深・魚貫・二浦
19 久玉・深海

20 御所浦・御所浦南・牧島・ 嵐口・御所浦北
21 栖本

22 小宮地・宮南・大宮地・ 大多尾・中田・碇石
23 福連木・下田北・下田南
24 高浜・大江

し
っ
た
げ
き
れ
い



「本渡ロータリークラブ・天草中央ロータリークラ
ブ・天草本渡ライオンズクラブ・天草本渡青年会議
所」開催のチャリティーゴルフ大会からの寄付金。

　東日本大震災復興の財源確保のために国家公務員の給与が削減されてい
ることに伴い、地方公務員の給与も国家公務員と同水準とするよう国から
要請があり、職員の給与を削減することが決まりました。
　市長などにおいても、現在独自に行っている給与削減に加え、追加の削
減を行うことが決まりました。
　また、議員報酬についても、国からの要請に基づき、報酬を削減するこ
とを決めました。

※報告事項については、委員会付託されませんが質疑が認められています。
　また、専決処分事項並びに最終日に追加提案された議第104号、105号及び議員提出第６号については質疑後、委員会付託を省略し採決されました。

（国の経済対策事業）現在設置されている街路
灯をLED照明に替える費用。

福祉基金積立金 LED街路灯等導入事業 296万円

妊婦の感染を予防するため、妊
娠予定者とその配偶者に対する
予防接種費用の助成事業。

崖崩れの恐れがある山、斜面などの予防対策事
業７カ所。

妊婦風しん対策事業
単県治山事業

1,250万円

115万円

海道フェスタ事業に対する
補助金（世界サンタクロー
ス会議など）。

観光イベント実施事業 200万円

（国の経済対策事業）天草市で取り組む「安心・
安全メール」で配信できない緊急情報（津波警
報など）を迅速に提供するための整備事業。

全国瞬時警報システム整備事業 1,282万円

3,561万円

（国の経済対策事業）
清掃活動にて回収した
海岸の漂着ゴミの運搬
処理に対する委託料。

海岸漂着物地域対策事業 730万円

新規設立と既存組織の活性化に対する補助金。

自主防災組織設立推進・活動活性化事業 600万円

瀬戸小学校が指定校となっています。

道徳教育総合支援事業の指定校への補助金 20万円

（国の経済対策事業）本渡青果市
場施設整備に対する補助金。
整備対象：既設冷蔵施設改修１
棟、既設常温倉庫機能向上一式

生産総合（強い農業づくり交付金）事業

一般会計補正予算：1億3,936万円を追加　予算総額：530億5,730万円

一般会計補正予算の主な内容

条例改正・制定

●職員給与の減額　例(46歳)
　平均給与　337,279円（現）
　　　　　　　　

→

　　　　　　327,161円（改）

市長　　870,000円→783,000円
副市長　665,000円→598,000円
教育長　605,000円→544,500円

●市議会議員報酬の減額
　348,000円（現）　 →

　337,560円（改）

■
質
疑
と
は

　

質
疑
は
委
員
会
に
付
託
す
る

前
に
、
提
出
さ
れ
た
議
案
の
内

容
や
提
案
理
由
に
つ
い
て
、
議

員
が
共
通
の
理
解
を
持
つ
た

め
、
ま
た
疑
問
や
不
明
な
点
を

問
い
た
だ
す
た
め
に
行
わ
れ
ま

す
。
質
疑
は
、
同
一
議
題
に
対

し
て
ひ
と
り
２
回
ま
で
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

《
報
告
第
12
号
に
つ
い
て
》

　

 

旧
ゴ
ル
フ
場
予
定
地
が
手
付

か
ず
に
な
っ
て
い
る
。
仮
登
記
解

消
に
向
け
た
事
務
は
進
め
ら
れ
て

い
る
の
か
。

　

 

当
地
を
地
域
の
森
と
し
て
整

備
を
す
る
ほ
か
、
一
部
に
歩
道
等

の
整
備
を
行
い
、
並
行
し
て
４
、

５
年
を
め
ど
に
仮
登
記
解
消
を
行

う
計
画
で
あ
る
。

 　
15
年
間
、
動
か
な
か
っ
た
９

千
万
円
も
の
基
金
を
持
つ
法
人
。

今
後
の
整
備
計
画
で
基
金
以
上
の

資
金
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、
投

資
も
考
え
て
い
る
の
か
。

 　

今
の
計
画
で
は
、
９
千
万
円

7月1日から実施

3,544万円

緊急に整備、機能強化が必要な本渡青果市場施
設整備に対し、事業の効果を高めるため、上記
の国の経済対策事業と併せて行なう市単独の補
助事業。
整備対象：倉庫建設１棟、荷卸し場屋根一式

本渡青果市場再編整備支援事業 2,192万円

問問 答答 質
疑

平成25年 第2回天草市議会（定例会）議案

の
中
で
遊
歩
道
と
東
屋
等
を
整
備

し
て
い
く
。

《
報
告
第
13
号
に
つ
い
て
》

　

 

前
代
表
者
の
資
金
流
用
問
題

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 　

昨
年
10
月
に
取
締
役
会
を
開

き
前
代
表
を
解
任
し
た
。
今
後
は

顧
問
弁
護
士
と
相
談
し
、
法
的
手

続
き
の
手
順
を
検
討
し
て
い
る
。

　

 

経
営
状
態
が
お
も
わ
し
く
な
い

が
、現
在
の
状
況
、今
後
の
対
応
策

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

 　

平
成
23
年
度
か
ら
シ
モ
ン
イ

モ
の
無
菌
苗
を
試
作
し
、
昨
年
度

に
す
べ
て
の
苗
を
無
菌
苗
で
対
応

す
る
事
に
し
た
。
そ
こ
で
、
収
穫

が
飛
躍
的
に
伸
び
た
。
以
前
は
１

反
当
た
り
５
０
０
〜
６
０
０
キ
ロ

の
収
穫
が
、
同
24
年
は
１
、６
０

０
キ
ロ
程
度
に
伸
び
て
き
て
い

る
。
ま
た
、
会
員
数
も
８
人
程
度

に
伸
び
つ
つ
あ
る
。
今
後
は
、
西

日
本
で
は
数
少
な
い
ド
ラ
ム
ド
ラ

イ
ヤ
ー
式
で
あ
る
粉
末
の
製
造
施

設
に
よ
り
、
九
州
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

の
加
工
技
術
を
武
器
に
し
て
外
注

を
増
や
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

答答 問問

議題95号議題94号 改正 制定 制定議員提出第6号

議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託先委員会 議決の結果
報告第６号 専決処分事項の報告について － －
報告第７号 繰越明許費繰越計算書の報告について（平成24年度天草市一般会計） － －
報告第８号 繰越明許費繰越計算書の報告について（平成24年度天草市介護保険特別会計） － －
報告第９号 繰越明許費繰越計算書の報告について（平成24年度天草市漁業集落排水事業特別会計） － －
報告第 10号 繰越明許費繰越計算書の報告について（平成24年度天草市簡易水道事業特別会計） － －
報告第 11号 繰越計算書の報告について（平成24年度天草市水道事業会計） － －
報告第 12号 一般財団法人天草下島北部地域観光振興公社の経営状況の報告について － －
報告第 13号 株式会社くらたけの経営状況の報告について － －
報告第 14号 株式会社うしぶかの経営状況の報告について － －
報告第 15号 株式会社プラスファイブの経営状況の報告について － －
報告第 16号 有限会社愛夢里の経営状況の報告について － －
議第 91号 専決処分事項の承認について（天草市税条例の一部を改正する条例） － 承　認
議第 92号 専決処分事項の承認について（天草市都市計画税条例の一部を改正する条例） － 承　認
議第 93号 専決処分事項の承認について（天草市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） － 承　認

議第 94号 天草市長等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定について（国の要請に基づき
職員の給与を削減することから、現在独自に行なっている給与削減に加え、追加の削減を行うもの） 総務政策委員会 原案可決

議第 95号 天草市職員の給与の特例に関する条例の制定について（国の要請に基づき職員の給与を削減する
もの） 総務政策委員会 原案可決

議第 96号 天草市税特別措置条例の一部を改正する条例の制定について（省令の一部改正に伴い、条例を一
部改正するもの） 市民生活委員会 原案可決

議第 97号
天草市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例及び天草
市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例の制定について（県条例との整合性を図るため条例を一部改正するもの）

教育厚生委員会 原案可決

議第 98号 工事請負契約の締結について（河浦町一町田簡易水道再編推進事業に伴う一町田浄水場外電気設
備工事の請負契約に係るもの） 総務政策委員会 原案可決

議第 99号 財産の取得について（市内の小中学校職員のためにパソコン等整備するもの） 総務政策委員会 原案可決

議第 100号 公有水面埋立免許に関する意見を述べることについて（県道本渡牛深線（宮野河内）の道路改良
に伴う埋立） 建設経済委員会 原案可決

議第 101号 市道路線の廃止及び認定について（河浦町宮野河内西高根線・白木河内宇土線及び古巣 2号線の
認定） 建設経済委員会 原案可決

議第 102号 平成25年度天草市一般会計補正予算（第１号） 所管の各委員会 原案可決

議第 103号 工事請負契約の締結について（河浦町一町田簡易水道再編推進事業に伴う一町田浄水場機械設備
工事の請負契約に係るもの） 総務政策委員会 原案可決

議第 104号 教育委員会委員の任命について（牛深町の黒鶴進治氏を再任命するもの） － 同　意
議第 105号 固定資産評価員の選任について（評価委員に課税課長を選任するもの） － 同　意
議員提出
第６号

天草市議会議員に対する議員報酬の特例に関する条例の制定について（国の要請に基づき議員の
報酬を削減するもの）

－ 原案可決
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6
月
7
日
の
本
会
議
で
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
案
件
（
補
正
予
算
１
件
、
条

例
4
件
、
そ
の
他
5
件
）
を
、
4
つ
の

常
任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。
委
員

会
審
査
に
お
け
る
主
な
質
疑
と
そ
の
答

弁
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

■問
市
長
な
ど
の
給
与
削
減

率
は
。

■答 

国
家
公
務
員
の
給
与
が
、

東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
財
源
確
保
の

た
め
削
減
さ
れ
る
中
、
地
方
公
務
員
の

給
与
に
お
い
て
も
、
国
家
公
務
員
の
給

与
と
同
水
準
と
す
る
よ
う
、
国
か
ら
要

請
が
あ
り
、
市
長
・
副
市
長
・
教
育
長

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
削
減
と
合
わ
せ

て
10
％
を
削
減
、
削
減
額
は
あ
わ
せ
て

約
２
３
０
万
７
千
円
に
な
る
。

■問  

市
職
員
の
給
与
削
減

率
は
。

■答  

趣
旨
は
同
じ
で
、
平

均
３
％
削
減
し
、
給
与
・
共
済
費
を
含

め
、約
１
億
５
千
万
円
の
削
減
と
な
る
。

■問 

学
校
へ
の
パ
ソ
コ
ン
配

備
の
内
容
は
。

■答  

市
内
小
・
中
学
校
の
教

職
員
一
人
ひ
と
り
に
パ
ソ
コ
ン
を
配

備
し
、
教
職
員
間
、
学
校
間
及
び
教
育

委
員
会
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

を
図
り
、
情
報
の
共
有
化
、
事
務
効
率

化
を
推
進
す
る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
５
５

０
台
及
び
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
を
購
入

す
る
。

■問 

統
廃
合
予
定
校
へ
の
パ
ソ
コ
ン
配

備
は
。

■答  

既
設
の
パ
ソ
コ
ン
が
１
７
３
台
あ

り
、
今
後
統
合
す
る
際
に
、
古
い
パ
ソ

コ
ン
か
ら
順
次
更
新
す
る
計
画
で
あ
る
。

■問 

防
犯
灯
L
E
D
化
事
業

の
概
要
は
。

■答  

調
査
後
、
事
業
者
が
防

犯
灯
の
L
E
D
化
工
事
を
進
め
た
際
、

そ
の
後
、
10
年
間
の
維
持
管
理
を
同
事

業
者
が
行
う
こ
と
で
、
市
は
、
L
E
D

化
に
よ
り
削
減
さ
れ
る
電
気
料
、
修
繕

料
な
ど
の
経
費
を
元
に
、
リ
ー
ス
料
と

し
て
支
払
う
。

要
望 

L
E
D
化
工
事
を
行
う
際
は
、

地
元
業
者
に
配
慮
さ
れ
る
よ
う
要
望
。

■問 

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
整
備
事

業
と
は
。

■答  「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」
と
称
す
る
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
は
、
気
象
庁
か
ら
地

震
・
津
波
等
の
気
象
関
連
情
報
や
内
閣

官
房
か
ら
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
・
武
力
攻

撃
等
の
有
事
情
報
が
、消
防
庁
を
通
じ
、

人
工
衛
星
を
経
て
、
各
自
治
体
に
送
信

さ
れ
る
。
そ
の
情
報
を
市
内
の
携
帯
電

話
利
用
者
（
緊
急
速
報
メ
ー
ル
な
ど
に

対
応
し
た
機
種
で
あ
る
こ
と
が
条
件
）

へ
送
信
す
る
た
め
の
機
器
を
整
備
す
る
。

市
民
生
活
常
任
委
員
会

■問 

海
岸
漂
着
物
処
理
業

務
委
託
料
は
、
当
初
予
算

の
海
岸
漂
着
物
対
策
事
業

と
何
が
違
う
の
か
。

■答  

従
来
、
地
区
振
興
会
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
な
ど
で
行
っ
て
い
る
清
掃
活

動
に
加
え
、
さ
ら
に
地
域
や
回
数
な
ど

を
拡
大
し
て
実
施
す
る
清
掃
活
動
の
際

に
発
生
す
る
回
収
物
に
対
し
て
、
運
搬

処
理
業
務
を
委
託
す
る
。

■問 

回
収
物
の
分
別
や
処
理
は
通
常
通

建
設
経
済
常
任
委
員
会

■問 

本
渡
青
果
市
場
再
編

の
補
助
金
は
ど
の
よ
う
に

活
用
さ
れ
る
の
か
。

■答  

本
年
１
月
に
天
草
青
果
市
場
が
閉

鎖
し
、
37
名
の
組
合
員
が
本
渡
青
果
事

業
組
合
へ
新
た
に
加
入
し
、
集
荷
農
家

数
も
５
０
０
戸
程
度
あ
り
、
取
扱
量
も

１
・
５
倍
と
な
る
。
市
場
の
倉
庫
、
冷

蔵
庫
な
ど
が
老
朽
化
の
た
め
改
修
し
、

機
能
強
化
の
必
要
性
が
生
じ
た
。
国
の

緊
急
経
済
対
策
事
業
に
お
い
て
、
既
設

冷
蔵
庫
改
修
１
棟
、
既
設
常
温
倉
庫
機

能
向
上
一
式
の
整
備
を
行
う
。さ
ら
に
、

事
業
の
効
果
を
高
め
る
た
め
に
、
国
の

経
済
対
策
事
業
に
あ
わ
せ
て
、
市
で
も

単
独
で
補
助
を
行
い
、倉
庫
建
設
１
棟
、

荷
卸
し
場
屋
根
一
式
の
整
備
を
行
う
。

■問
今
回
の
単
県
治
山
事
業
は
ど
の
よ

う
な
内
容
か
。

■答  

国
の
補
助
事
業
の
対
象
と
な
ら
な

い
崩
壊
の
恐
れ
が
あ
る
民
家
裏
山
の

安
全
確
保
の
た
め
に
行
う
事
業
で
、
補

助
金
の
増
額
に
よ
り
今
回
、
天
草
地
区

１
カ
所
・
河
浦
地
区
２
カ
所
を
追
加
す

る
。
ま
た
、
国
の
平
成
24
年
度
対
策
事

業
と
し
て
牛
深
地
区
３
カ
所
・
有
明
地

区
１
カ
所
の
工
事
を
行
う
。

■問
海
道
フ
ェ
ス
タ
補
助
金
を
増
額
す

る
理
由
は
。

■答  

本
年
９
月
７
日
か
ら
同
９
日
に「
世

界
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
会
議
i
n
天
草
」

を
開
催
し
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

観
光
客
の
集
客
や
こ
ど
も
た
ち
の
情
操

教
育
に
も
貢
献
し
、
国
内
は
も
と
よ
り

世
界
に
向
け
情
報
発
信
を
行
い
交
流
人

口
の
増
加
を
図
り
、
天
草
の
観
光
振
興

に
つ
な
げ
る
。
事
業
内
容
と
し
て
は
、

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
ウ
ィ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ム

日
本
代
表
選
考
会
の
開
催
や
市
中
パ
レ

ー
ド
、
福
祉
施
設
へ
の
訪
問
、
写
真
展

の
開
催
を
予
定
。
集
客
目
標
は
５
、０

０
０
人
規
模
を
目
ざ
し
て
い
る
。

育
厚
生
常
任
委
員
会

■問 

生
活
困
窮
者
の
把
握
は

可
能
か
。

■答  

生
活
困
窮
者
を
把
握

す
る
方
法
と
し
て
資
産
調
査
が
あ
る

が
、
生
活
保
護
を
申
請
さ
れ
た
時
点
で

要
望

総
務
政
策
常
任
委
員
会

議第
94号

市
民
生
活
常
任
委
員
会

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

り
行
え
る
の
か
。

■答  

水
分
や
塩
分
な
ど
を
含
ん
だ
流
木

等
の
回
収
物
に
お
い
て
は
、
す
ぐ
に
処

理
を
行
え
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
所

定
の
場
所
に
お
い
て
一
定
期
間
仮
置
き

し
、
乾
燥
な
ど
を
行
っ
て
か
ら
、
通
常

の
処
理
手
順
に
準
じ
て
適
正
に
処
理
を

行
う
。

調
査
権
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
未

申
請
の
方
で
生
活
困
窮
者
を
把
握
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

■問 

妊
婦
風
し
ん
予
防
接
種
の
対
象

者
は
。

■答  

妊
娠
予
定
者
と
そ
の
配
偶
者
が
対

象
と
な
る
。

要
望 

少
子
化
が
進
む
中
、
良
い
助
成

制
度
で
あ
る
の
で
、
周
知
方
法
に
つ
い

て
は
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

周
知
だ
け
で
な
く
、
き
め
細
か
な
周
知

を
行
う
よ
う
要
望
。

■問 

各
種
予
防
接
種
後
の
ケ
ア
は
適
正

に
行
っ
て
い
る
の
か
。

■答  

本
市
に
お
い
て
、
予
防
接
種
後
の

痛
み
や
副
作
用
の
訴
え
に
つ
い
て
は
、

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
あ
っ
て
い
な
い

が
、
今
後
は
保
健
所
の
指
導
を
仰
ぎ
な

が
ら
予
防
接
種
後
の
ケ
ア
に
つ
い
て
、

医
療
機
関
と
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

常任委員会報告

要
望

建
設
経
済
常
任
委
員
会

地元の児童・生徒による白鶴浜の清掃活動

着工前着工後

本渡青果市場

議第
95号

議第
102号

議第
102号

議第
102号

議第
102号

議第
99号
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一 般
質 問
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　一般質問とは、議案と関係なく市の行政事務の状況や将来に対する方針など
を質問するもので、定例会に限って行われます。
　今回の一般質問は6月12日から同14日までの3日間で行い、10人の議員が
質問に立ちました。掲載原稿は質問者本人が要約したものです。

楠
本  

健
康
対
策
、積
極
的
な
発
想
や
ア

イ
デ
ア
は
出
来
な
い
か
。

市
長  

県
内
各
地
で
は
、健
康
運
動
に
ポ

イ
ン
ト
制
を
導
入
し
、商
品
券
と
交
換
で

き
る
な
ど
、先
進
的
な
取
り
組
み
の
事
例

を
参
考
に
、前
向
き
に
取
り
組
み
た
い
。

楠
本  

新
体
育
館
周
辺
の
有
効
利
用
の
た

め
天
草
市
で
確
保
で
き
な
い
の
か
。

市
長  

本
年
度
に「
天
草
市
重
要
公
共
施

設
再
配
置
基
本
方
針
」を
策
定
、市
民
セ

ン
タ
ー
周
辺
は
公
共
施
設
用
地
と
し
て
最

も
利
用
価
値
が
高
い
と
認
識
し
て
い
る
。

総
合
的
に
し
か
も
、早
急
に
検
討
し
た
い
。

楠
本  

な
ぜ
、熊
本
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
事
業

へ
参
加
さ
れ
る
の
か
。

市
長  

庁
舎
機
能
の
充
実
や
、
後
世
に

残
る
優
れ
た
建
築
物
を
つ
く
る
。
多
く

の
建
築
関
係
者
の
参
加
応
募
が
あ
り
、

天
草
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
庁
舎
が
出
来

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

楠
本  

ア
ー
ト
ポ
リ
ス
で
話
題
と
い
う
こ

と
だ
が
、
第
二
天
草
瀬
戸
大
橋
に
つ
い

て
も
、
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
で
天
草
の
顔
を

つ
く
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
県
に
要
望
し

て
ほ
し
い
。

楠
本  

前
回
、畜
産
振
興
に
お
け
る
購
買

者
対
策
に
つ
い
て
お
願
い
し
ま
し
た
が
。

経
済
部 　

購
買
者
の
宿
泊
補
助
を
天
草

畜
協
と
行
っ
て
い
る
。

楠
本  

天
草
は
遠
隔
地
、輸
送
費
支
援
等

の
対
策
を
要
望
し
ま
す
。

楠
本  

獣
医
対
策
、畜
産
農
家
の
人
が
、牛

の
病
気
・
お
産
・
人
工
授
精
な
ど
に
獣
医

不
足
で
た
い
へ
ん
困
っ
て
い
る
と
聞
き

ま
す
が
、
獣
医
の
現
状
に
つ
い
て
。

経
済
部 　

管
内
の「
産
業
動
物
臨
床
獣

医
師
」
は
、
４
名
で
牛
約
４
千
頭
に
当

ら
れ
、
地
域
の
広
範
囲
等
を
考
え
る
と

獣
医
師
の
不
足
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
否

め
な
い
。

楠
本  

行
政
の
支
援
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

経
済
部 　

産
業
動
物
臨
床
獣
医
師
の
処

遇
改
善
を
は
か
る
た
め
、
天
草
家
畜
自

衛
防
疫
促
進
協
議
会
と
対
応
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

楠
本  

畜
産
振
興
策
に
つ
い
て
、市
長
は

ど
の
様
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長  

天
草
の
黒
牛
は
、歴
史
も
古
く
、

滋
賀
・
三
重
・
香
川
等
の
購
入
者
も
多

い
と
聞
い
て
い
る
。天
草
黒
牛
ブ
ラ
ン
ド

推
進
協
議
会
を
昨
年
設
立
し
ま
し
た
。六

次
産
業
化
も
推
進
し
て
お
り
、積
極
的
に

売
り
出
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

楠本千秋
議員

市
民
の
健
康
対
策
・
市
庁
舎
建
設
と

ア
ー
ト
ポ
リ
ス
・
畜
産
振
興
に
つ
い
て

楠
本

楠
本

楠
本

楠
本

楠
本

市
長

市
長

市
長

経
済
部
長

経
済
部
長

市
長

経
済
部
長

楠
本

楠
本

楠
本

楠
本

平
山  

今
年
度
、
新
規
補
助
事
業
と
し

て
採
択
さ
れ
た
が
、
今
後
事
業
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
と
早
期
完
成
を
実
現
す
る
た
め

地
元
自
治
体
と
し
て
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
う
か
が
う
。

建
設
部 　

熊
本
天
草
幹
線
道
路
の
う

ち
、
第
二
天
草
瀬
戸
大
橋
を
含
む
「
本

渡
道
路
」
４
㎞
区
間
は
、
平
成
16
年
３

月
に
調
査
区
間
に
指
定
さ
れ
、
各
種
調

査
や
市
民
参
画
型
の
道
づ
く
り
を
行
う

た
め
設
置
さ
れ
た
検
討
委
員
会
か
ら
の

提
言
を
踏
ま
え
る
な
ど
、
様
々
な
視
点

か
ら
ル
ー
ト
が
検
討
さ
れ
、こ
の
う
ち
、

約
１
・
３
㎞
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
本
年

１
月
に
都
市
計
画
決
定
が
な
さ
れ
た
。

本
年
５
月
に
は
、
国
の
新
規
補
助
事
業

と
し
て
採
択
さ
れ
、
総
事
業
費
は
約
１

２
３
億
円
、
本
年
度
の
事
業
費
は
１
億

円
。

　

今
年
度
、
測
量
・
地
質
調
査
・
設
計

を
行
い
、来
年
３
月
か
ら
４
月
に
か
け
、

用
地
交
渉
に
入
る
た
め
の
事
業
説
明
会

を
開
催
し
た
後
、
用
地
交
渉
が
開
始
さ

れ
る
。
そ
し
て
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ

て
用
地
の
取
得
が
出
来
た
と
こ
ろ
か
ら

工
事
着
手
し
、
事
業
主
体
の
熊
本
県
で

は
概
ね
10
年
後
の
完
成
を
目
ざ
し
て
い

く
と
の
こ
と
で
あ
る
。

市
長  

こ
の
事
業
は
、
熊
本
県
が
事
業

主
体
で
あ
る
が
天
草
島
民
の
悲
願
で
も

あ
る
。
地
元
自
治
体
と
し
て
、
国
・
県

等
の
関
係
機
関
へ
の
要
望
、
地
元
事
業

説
明
会
等
、
事
業
主
体
の
熊
本
県
と
共

に
一
体
と
な
っ
て
早
期
完
成
に
向
け
た

取
り
組
み
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
化
し

て
い
く
。
な
お
、
事
業
着
手
を
記
念
す

る
と
と
も
に
、
島
民
の
事
業
に
対
す
る

機
運
を
高
め
、
早
期
完
成
を
目
ざ
し
、

６
月
23
日（
日
）
に
蒲
島
県
知
事
を
は

じ
め
多
く
の
ご
来
賓
を
迎
え
熊
本
県

と
の
共
催
で
事
業
着
手
記
念
式
を
執

り
行
う
。

平
山  

西
の
久
保
公
園
・
十
万
山
公
園

の
今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
。

建
設
部 　

西
の
久
保
公
園
の
駐
車
場

増
設
計
画
は
、
今
後
の
利
用
状
況
を
見

な
が
ら
検
討
す
る
。
十
万
山
公
園
の
老

朽
化
し
て
い
る
照
明
設
備
は
今
年
度
よ

り
改
修
を
行
う
と
と
も
に
登
山
道
の
せ

り
出
し
た
木
の
枝
に
つ
い
て
は
、
個
人

所
有
地
も
多
い
こ
と
か
ら
、
今
後
、
土

地
所
有
者
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
可

能
な
と
こ
ろ
か
ら
対
応
し
て
い
き
た

い
。

平山泰司
議員

第
二
天
草
瀬
戸
大
橋
の
建
設
に
つ
い
て

平
山

建
設
部
長

平
山

市
長

建
設
部
長

濱
洲  

自
動
車
、ミ
ニ
バ
イ
ク
の
ご
当
地
ナ

ン
バ
ー（
天
草
）の
登
録
は
で
き
な
い
の
か
。

市
民
生
活
部

 

自
動
車
の
場
合
は
上

天
草
市
・
苓
北
町
を
含
め
て
10
万
台
以
上

の
所
有
が
必
要
で
あ
る
。現
在
は
８
万
９

千
６
百
台
で
あ
り
若
干
た
り
な
い
が
、国

へ
の
規
制
緩
和
、要
求
も
検
討
し
た
い
。

濱
洲
　
長
嶋
茂
雄
氏
の
国
民
栄
誉
賞
受

賞
を
記
念
し
、少
年
野
球
教
室
の
イ
ベ
ン

ト
開
催
は
で
き
な
い
か
。

地
域
振
興
部

  

少
年
の
健
全
育
成
と

競
技
力
の
向
上
に
も
役
立
つ
こ
と
で
あ

る
の
で
、体
育
協
会
、野
球
連
盟
な
ど
と

協
議
を
行
う
よ
う
考
え
て
い
る
。

濱
洲
　
天
草
市
登
山
マ
ッ
プ
を
制
作
し

旅
行
会
社
と
協
力
体
制
で
登
山
ツ
ア
ー

の
売
り
込
み
な
ど
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

観
光
文
化
部
長　

今
年
度
、地
元
の
登
山

愛
好
家
グ
ル
ー
プ
が
天
草
の
山
の
本
を

発
行
予
定
で
あ

る
。コ
ー
ス
選
定

や
環
境
整
備
を

行
い
、観
光
協
会

な
ど
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、旅

行
商
品
の
造
成

に
取
り
組
ん
で

い
く
よ
う
に
考

え
て
い
る
。

濱
洲
　
本
渡
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
使

用
は
年
齢
制
限
な
く
市
民
が
活
用
で
き

る
よ
う
に
は
で
き
な
い
も
の
か
。

教
育
部
長  

現
在
の
ホ
ー
ム
利
用
者
は

35
歳
以
上
の
方
も
数
名
お
ら
れ
る
。
１

２
２
名
の
登
録
者
中
１
０
３
名
が
35
歳

以
下
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
の
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
運
営
委
員
会
で
検
討
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

濱
洲
　
昨
年
度
の
、
公
民
館
主
催
の
学

級
は
各
地
区
で
開
催
頻
度
の
差
が
見
え

る
が
、
今
年
度
は
ど
の
よ
う
に
計
画
し

て
い
る
か
。

教
育
部
長  

各
地
域
の
頻
度
差
を
解
消

す
る
よ
う
現
在
、要
望
等
の
聞
き
取
り
を

し
計
画
中
で
あ
る
。今
年
度
の
方
針
は
、

旧
市
町
全
体
を
対
象
と
し
た
全
体
講
座

と
各
地
区
振
興
会
を
対
象
と
し
た
出
前

講
座
の
２
本
立
て
で
計
画
を
し
て
い
る
。

【
農
地
対
策
に
つ
い
て
】

濱
洲  

耕
作
放
棄
地
を
利
用
し
大
手
医

薬
品
会
社
と
委
託
契
約
し
、
漢
方
薬
の

栽
培
は
で
き
な
い
か
。

経
済
部
長  

現
在
、
ボ
タ
ン
ボ
ウ
フ
ウ
、

ヨ
モ
ギ
な
ど
を
奨
励
し
て
お
り
、
ボ
タ

ン
ボ
ウ
フ
ウ
は
青
汁
の
原
料
と
し
て
販

売
も
始
ま
っ
て
い
る
。
地
域
の
特
徴
を

生
か
し
た
六
次
産
業
化
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
の
で
、
情
報
が
あ
れ
ば
提
供

を
お
願
い
し
た
い
。

天
草
市
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て

濱
洲

濱
洲

濱
洲

濱
洲

濱
洲

濱
洲

濱洲大心
議員

市
民
生
活
部
長

地
域
振
興
部
長

観
光
文
化
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

経
済
部
長

号
番
告
通

者
問
質

質
　
　

問
　
　

事
　
　

項

１

山
平
　

司
泰

の
橋
大
戸
瀬
草
天
２
第）
称
仮
（路
道
線
幹
草
天
本
熊
①

て
い
つ
に
設
建

の
後
今
・
用
活
利
の
園
公
山
万
十
、
園
公
保
久
の
西
②

て
い
つ
に
画
計
備
整

２

本
楠
　

秋
千

て
い
つ
に
策
対
康
健
の
民
市
①

て
い
つ
に
進
推
の
育
教
会
社
②

て
い
つ
に
興
振
産
畜
④

３

洲
濱
　

心
大

て
い
つ
に
動
活
Ｒ
Ｐ
の
市
草
天
①

て
い
つ
に
動
活
館
民
公
③

て
い
つ
に
策
対
地
農
④

４

木
赤
　

男
武

て
い
つ
に
進
促
備
整
の
路
道
線
幹
草
天
本
熊
②

て
い
つ
に
進
推
の
菌
除
菌
リ
ロ
ピ
③

て
い
つ
に
策
対
症
中
熱
・
暑
猛
④

５

崎
浜
　

昭
義

か
の
す
ら
た
も
を
響

て
い
つ
に
ト
ン
ベ
イ
る
い
て
れ
わ
行
で
市
草
天
②

６

塚
大
　

生
基

て
い
つ
に
ン
ラ
プ
地
農
・
人
①

て
い
つ
に
社
公
手
い
担
業
農
②

７

池
蓮
　

正
良

る
す
進
推
を
り
く
づ
ち
ま
い
よ
つ
に
害
災
②

い
な
で
き
べ
す
更
変
を
系
体
法
る
す
と
心
中
を
法
憲
③

８

嶋
福
　

子
啓

て
い
つ
に
と
こ
る
守
を
化
文
・
統
伝
①

９

光
鎗
　

孝
秀

て
い
つ
に
況
状
用
運
理
管
の
車
用
公
①

て
い
つ
に
務
業
付
受
口
窓
②

10

村
中
　

木
五

て
し
指
目
を
展
発
る
あ
衡
均
の
域
地
①

て
い
つ
に
策
対
済
経
③

本町　矢筈岳



赤
木　
昨
年
12
月
議
会
で
提
案
し
た
防

犯
灯
の
E
S
C
O
事
業
化
の
進
ち
ょ
く

状
況
と
既
存
施
設
は
。
ま
た
、
公
共
施

設
の
屋
根
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
「
屋
根
貸
し
」
事
業
を
導
入

し
て
は
ど
う
か
。熱
中
症
対
策
で
は「
ミ

ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
」
や
体
育
館
に
は
「
気

化
式
涼
風
装
置
」を
配
備
で
き
な
い
か
。

各
所
管
部

一
万
灯
を
超
え
る
防
犯

灯
の
現
状
調
査
を
実
施
し
、
平
成
26
年

３
月
ま
で
に
L
E
D
化
を
行
う
準
備
を

し
て
い
る
。
既
存
施
設
の
L
E
D
化
も

当
然
検
討
す
る
。
屋
根
貸
し
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
・
推
進
の
有

効
な
手
段
で
あ
り
、早
急
に
検
討
す
る
。

ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
は
試
験
的
に
設
置

し
、
気
化
式
涼
風
装
置
は
、
学
校
現
場

を
調
査
し
、
検
討
し
た
い
。

【
熊
本
天
草
幹
線
道
路
の
整
備
促
進
】

赤
木　

幹
線
道
路
全
体
の
事
業
進
ち
ょ

く
状
況
は
。
ま
た
第
二
天
草
瀬
戸
大
橋

は
こ
れ
ま
で
、
県
・
市
を
は
じ
め
関
係

者
の
皆
様
が
粘
り
強
く
陳
情
活
動
し
て

こ
ら
れ
た
。
公
明
党
も
２
月
21
日
に
蒲

島
知
事
と
共
に
江
田
衆
議
院
議
員
と
党

県
議
団
３
人
が
、太
田
国
交
大
臣
に「
重

点
要
望
書
」
を
提
出
。
5
月
15
日
に
は

整
備
区
間
に
格
上
げ
さ
れ
た
。
第
二
天

草
瀬
戸
大
橋
は
「
命
の
道
」
と
し
て
も

重
要
。地
震
・
津
波
へ
の
警
戒
も
含
め
、

災
害
時
に
避
難
場
所
と
し
て
活
用
で
き

る
よ
う
ラ
セ
ン
階
段
な
ど
の
設
置
は
で

き
な
い
か
。

建
設
部
長  

熊
本
市
近
見
町
〜
三
角
町

（
32
㎞
）は
国
、
三
角
町
〜
天
草
市
港
町

（
38
㎞
）は
県
が
整
備
し
、
事
業
進
捗
率

は
19
％
。
避
難
場
所
と
す
る
ラ
セ
ン
階

段
は
、
設
計
時
に
検
討
し
た
い
。

赤
木  
胃
が
ん
の
90
％
以
上
が
ヘ
リ
コ

バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
に
よ
る

胃
炎
が
原
因
。
菌
を
除
菌
す
る
対
応
症

に
今
年
2
月
保
険
適
用
に
な
っ
た
が
、

市
民
へ
の
周
知
は
無
い
。除
菌
す
れ
ば
、

胃
が
ん
の
抑
制
策
に
つ
な
が
る
。
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
張
る
な
ど
市
民
へ
の
啓

発
・
周
知
を
強
く
推
進
す
べ
き
だ
。

A
B
C
検
診
の
推
進
も
図
る
べ
き
で
は
。

健
康
福
祉
部　

  

指
摘
の
通
り
で
あ

り
、除
菌
治
療
は
医
療
機
関
と
連
携
し
、

情
報
提
供
に
努
め
た
い
。
A
B
C
検
診

は
、
ピ
ロ
リ
菌
感
染
と
胃
の
委
縮
状
態

を
検
査
し
、
危
険
度
（
リ
ス
ク
）
を
判

定
す
る
も
の
で
、
国
の
動
向
を
注
視
し

た
い
。

浜
崎
「
安
倍
内
閣
が
発
足
し
て
か
ら
、

暮
ら
し
向
き
の
中
で
、
景
気
が
よ
く
な

っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
か
」
の
問
い
に

77
・
７
％
が
「
感
じ
な
い
」
と
答
え
て

い
る
。
天
草
市
に
お
い
て
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
経
済
効
果
は
あ
る
の
か
。

答
弁　
　

 

本
市
な
ど
で
は
人
口
減
少
や

少
子
化
の
進
行
に
よ
る
閉
塞
感
が
漂
っ

て
お
り
、ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
経
済
効

果
を
実
感
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

浜
崎  

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
一
番
被
害
を
受
け
る

天
草
市
に
と
っ
て
、
死
活
問
題
に
な
る

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
断
固
と
し
て
反
対
す
る
こ
と

を
、
天
草
市
長
は
表
明
す
べ
き
。

答　

  

九
州
市
長
会
に
お
い
て
、
米
・
牛

肉
な
ど
の
基
幹
作
物
に
つ
い
て
は
、
関

税
撤
廃
の
除
外
措
置
を
求
め
る
「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
参
加
に
伴
う
国
益
の
堅
持
に
関

す
る
決
議
」
を
政
府
に
提
出
し
、
交
渉

し
て
い
る
。
国
益
や
地
域
を
守
る
立
場

は
貫
き
通
し
た
い
。

浜
崎  

安
倍
政
権
に
よ
る
急
激
な
円
安

で
燃
油
が
高
騰
し
て
、
漁
業
経
営
を
直

撃
し
て
い
る
。
市
と
し
て
、
農
林
水
産

業
、
地
場
産
業
を
守
る
た
め
の
対
策
・

施
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　
　

 
小
規
模
漁
業
者
の
特
例
と

し
て
漁
協
一
括
加
入
が
可
能
に
な
っ

た
。
関
係
機
関
と
と
も
に
早
急
の
制
度

活
用
に
向
け
、
要
請
に
取
り
組
む
。

浜
崎  

観
光
客
の
皆
さ
ん
に
天
草
の
魅

力
を
、
よ
り
多
く
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

取
り
組
み
と
同
時
に
、
変
更
可
能
な
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
検
討
が
必
要
だ

と
考
え
る
。

答
弁　
　

 　

  

集
客
数
は
、
こ
こ
数
年

ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
で
推
移
。

浜
崎  

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
地
域

の
宝
物
探
し
と
確
認
作
業
・
調
査
を
行

う
こ
と
を
要
望
す
る
。

答
弁　
　
　

   

市
単
独
で
の
調
査
は
困

難
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
掘
、

再
発
見
に
つ
い
て
は
、
専
門
機
関
な
ど

と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
て
、
可
能
性

を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

浜
崎  

川
内
原
発
よ
り
、
40
キ
ロ
圏
内
。

原
発
は
、
稼
動
（
運
転
）
す
る
た
び
に

核
廃
棄
物
が
発
生
す
る
。
将
来
、
子
々

孫
々
未
来
永
劫
に
わ
た
っ
て
、
住
民
の

生
活
が
脅
か
さ
れ
る
。
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
天
草
は
推
進
し
て
い
く
べ
き
。

答
弁  

将
来
的
に
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
シ
フ
ト
し
て
い
く
べ
き
だ
と

考
え
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
推
進
を

胃
ガ
ン
抑
制
策
と
な
る
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
燃
油
高
騰
・
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
発
問
題
に
つ
い
て

浜崎義昭
議員

赤
木

赤
木

赤
木

浜
崎

浜
崎

浜
崎

浜
崎

浜
崎

浜
崎

大
塚   

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
進
ち
ょ

く
状
況
は
。

経
済
部

 

昨
年
９
月
か
ら
10
月
に
、

農
政
懇
談
会
で
事
業
の
目
的
や
プ
ラ
ン

策
定
の
手
順
・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど

を
説
明
。
地
域
農
業
の
担
い
手
と
な
る

認
定
農
業
者
を
中
心
に
10
地
区
の
プ
ラ

ン
を
策
定
。
12
人
が
青
年
就
農
給
付
金

を
受
け
て
い
る
。

大
塚  

プ
ラ
ン
の
今
後
の
推
進
方
法
は
。

経
済
部

 

農
地
集
積
プ
ラ
ン
を
作
成

す
る
集
落
に
は
、
積
極
的
に
支
援
を
行

う
。
適
切
な
プ
ラ
ン
の
作
成
・
実
行
に

取
り
組
む
地
域
に
事
情
精
通
者
を
実
践

員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き
、
就
農

給
付
金
対
象
者
の
掘
り
起
こ
し
に
取
り

組
む
。

大
塚　
農
業
担
い
手
公
社
に
つ
い
て
。

経
済
部

本
年
２
月
に
天
草
市
農
業

担
い
手
公
社
設
立
準
備
委
員
会
を
設

置
。
委
員
に
は
両
農
協
の
組
合
長
、
経

済
担
当
常
務
、
農
業
委
員
会
の
会
長
・

会
長
職
務
代
理
者
、
市
か
ら
市
長
、
副

市
長
が
委
員
と
な
り
、
８
名
の
委
員
で

構
成
、
県
振
興
局
長
に
も
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
と
し
て
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
。

大
塚   

ど
の
よ
う
な
姿
の
公
社
に
な

る
か
。

経
済
部　

 

準
備
委
員
会
に
構
成
団
体

に
よ
る
実
務
者
会
議
を
設
置
。
そ
の
協

議
で
は
①
研
修
事
業
②
農
地
利
用
集
積

円
滑
化
事
業
③
農
作
業
受
託
事
業
④
収

益
事
業
の
４
本
を
基
本
に
協
議
を
行
っ

て
い
る
。
研
修
は
直
営
農
場
が
望
ま
し

い
が
、
職
員
を
多
数
抱
え
る
と
公
社
の

財
政
運
営
に
支
障
を
き
た
す
の
で
、
認

定
農
家
や
営
農
組
合
な
ど
に
協
力
い
た

だ
け
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

大
塚  

公
社
は
国
の
農
地
集
積
バ
ン
ク

の
受
け
皿
に
な
り
得
る
か
。

経
済
部　

 

実
務
者
会
議
で
農
地
利
用

集
積
円
滑
化
事
業
で
対
応
で
き
な
い
か

検
討
し
て
い
る
。

大
塚  

受
け
皿
に
な
る
よ
う
最
大
の
努

力
を
要
望
す
る
。
国
の
方
針
に
乗
っ
て

「
天
草
農
業
、
農
村
所
得
倍
増
10
カ
年

計
画
」
を
つ
く
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長  

今
年
、
機
構
改
革
を
実
施
、
各

部
に
政
策
担
当
課
を
設
置
し
た
。
本
市

の
基
幹
産
業
は
一
次
産
業
で
そ
の
振
興

と
商
工
業
と
の
連
携
に
よ
る
六
次
産
業

創
出
す
る
に
は「
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」

は
重
要
で
経
済
部
の
担
当
課
に
策
定
す

る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
と

農
業
担
い
手
公
社
に
つ
い
て

大
塚

大
塚

大
塚

大
塚

大
塚

大
塚

大塚基生
議員

赤木武男
議員

経
済
部
長

市
長

経
済
部
長

観
光
文
化
部
長

市
民
生
活
部
長

市
長

経
済
部
長

経
済
部
長

経
済
部
長

市
長

経
済
部
長

経
済
部
長

各
所
管
部
長

建
設
部
長

健
康
福
祉
部
長

あまくさ市議会だより 11 あまくさ市議会だより 10

一 般 質 問

蓮
池　
日
本
国
憲
法
の
原
則
は
、
主
権

在
民
・
戦
争
放
棄
・
基
本
的
人
権
だ
が
、

議
会
制
民
主
主
義
と
地
方
自
治
制
度
を

加
え
て
5
原
則
と
す
る
分
類
で
は
、
地

方
自
治
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
る
。
具

体
的
に
は
地
方
自
治
法
や
地
方
交
付
税

法
等
が
あ
る
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ

ム
の
思
想
と
根
拠
は
憲
法
に
起
因
す

る
。
そ
こ
で
、
市
民
生
活
や
日
常
的
な

地
方
行
政
運
営
上
で
憲
法
の
諸
規
定

が
、
そ
の
矛
盾
や
桎
梏
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
何
か
あ
り
ま
す
か
。

　
む
し
ろ
戦
後
60
年
あ
ま
り
、
一
人
の

戦
死
者
や
犠
牲
者
も
出
さ
ず
に
き
た
の

は
、
日
本
国
憲
法
の
賢
明
な
判
断
や
行

動
も
あ
っ
た
と
思
う
。
行
政
的
・
事
務

的
に
改
正
し
や
す
く
す
る
こ
と
が
正
し

い
と
は
思
え
な
い
が
。

　
と
り
わ
け
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム

を
維
持
す
る
為
の
財
源
確
保
で
は
、
地

方
交
付
税
の
改
変
が
一
番
危
険
。
す
で

に
、
今
年
度
の
地
方
交
付
税
は
減
額
計

上
し
て
あ
る
が
、
地
方
公
務
員
の
給
与

削
減
と
生
活
扶
助
費
の
削
減
が
狙
わ
れ

て
い
る
。
生
活
保
護
捕
捉
率
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
の
様
に
高
い
率
に
は
及
ば

な
い
。
支
援
を
要
す
る
方
々
に
ス
ム
ー

ズ
に
手
が
差
し
の
べ
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
に
は
、
今
回
の
措
置
は
逆
行
と
言
う

ほ
か
な
い
。
憲
法
25
条
の
規
定
が
最
大

限
尊
重
さ
れ
、
行
使
さ
れ
る
べ
き
。

総
務
部
長  

行
政
運
営
で
矛
盾
・
桎
梏

は
な
い
。

【
改
憲
手
続
き
条
項
の
策
動
は
、

憲
法
99
条
に
抵
触
し
な
い
か
】

蓮
池　
憲
法
99
条
は
憲
法
擁
護
尊
重
義

務
規
定
で
、
為
政
者
や
公
務
員
に
課
し

て
あ
る
。
今
の
総
理
や
政
権
党
の
方
々

は
、
憲
法
を
作
り
変
え
よ
う
と
し
て
い

る
。明
ら
か
に
99
条
抵
触
と
思
え
る
が
。

実
質
的
な
学
習
機
会
を
通
じ
て
、
憲
法

の
先
駆
的
な
規
定
や
狙
い
を
身
に
つ
け

て
い
く
テ
ー
マ
で
は
な
い
か
。

　
か
つ
て
京
都
府
庁
で
は
、「
憲
法
を

暮
ら
し
の
中
へ
」
を
庁
舎
に
懸
け
て
い

た
と
聞
く
。
憲
法
を
地
方
行
政
そ
の
も

の
に
生
か
す
こ
と
、
市
民
生
活
に
生
か

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

市
長　

本
市
職
員
は
、
日
頃
か
ら
基
本

的
人
権
の
尊
重
を
は
じ
め
憲
法
の
規
定

を
念
頭
に
行
政
に
あ
た
っ
て
い
る
。

※
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
…
国
が
国
民
に
対

し
て
保
障
す
る
最
低
限
の
生
活
水
準
。

※
桎
梏
…
足
か
せ
、
自
由
を
束
縛
す
る
も
の
。

憲
法
を
中
心
と
す
る
法
体
系
を

変
更
す
べ
き
で
な
い

蓮
池

蓮
池

蓮池良正
議員

総
務
部
長

市
長

し
っ
こ
く

※ ※



福
嶋　
ブ
ー
タ
ン
で
は
公
の
場
所
で

は
、
民
族
衣
装
の
着
用
が
義
務
づ
け
ら

れ
、
ま
た
、
建

物
も
公
私
を
問

わ
ず
、
伝
統
的

様
式
で
建
て
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
日
本
で
は

失
し
な
わ
れ
て

し
ま
っ
た
多
く

が
残
っ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
、

天
草
に
は
ど
の
よ
う
な
郷
土
料
理
が
あ

る
の
か
。
ど
の
よ
う
に
し
て
継
承
し
て

い
く
の
か
。　

経
済
部
長  

せ
ん
だ
ご
汁
・
が
ね
揚
げ
・

押
し
包
丁
な
ど
が
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
に

お
い
て
の
出
店
や
、
学
校
で
の
郷
土
料

理
教
室
・
地
域
で
の
料
理
教
室
な
ど
で

伝
え
て
い
る
。

福
嶋  

家
庭
で
食
べ
さ
せ
る
よ
う
に
し

て
い
か
な
け
れ
ば
、
継
承
し
て
い
け
な

い
の
で
は
な
い
か
。

　
次
に
、
伝
統
芸
能
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
継
承
し
て
い

く
の
か
。

観
光
文
化
部

地
域
単
位
、
集
落
単

位
で
多
く
の
も
の
が
あ
る
。
無
形
文
化

財
と
し
て
県
指
定
が
１
件
、
市
指
定
が

17
件
あ
る
。
集
落
内
で
の
世
襲
制
に
な

っ
て
い
る
が
、
後
継
者
不
足
に
頭
を
悩

ま
せ
て
い
る
。
市
民
活
動
と
し
て
の
伝

統
芸
能
の
継
承
に
つ
い
て
、
支
援
を
し

て
い
き
た
い
。

福
嶋  

最
近
急
に
増
え
て
き
て
い
る
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
天
草
市
の

規
制
は
な
い
の
か
。

経
済
部
長  

一
定
面
積
以
下
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
出
店
規
制
は
な
い

し
、
本
市
と
し
て
も
な
い
。

福
嶋　
24
時
間
営
業
の
店
も
増
え
て
き

て
い
る
が
、
大
都
会
と
同
じ
よ
う
に
地

方
で
も
必
要
か
。
便
利
さ
と
引
き
換
え

に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
失
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
。

経
済
部
長  

個
人
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の

多
様
化
や
、
仕
事
、
勤
務
体
制
の
多
様

化
に
よ
り
、
昔
の
よ
う
に
一
つ
の
尺
度

で
は
測
れ
な
い
時
代
に
な
っ
て
き
て
い

る
。

福
嶋  

便
利
さ
を
追
求
し
、
経
済
性
か

ら
だ
け
で
物
事
を
判
断
し
て
し
ま
う

と
、
後
で
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

鎗
光  

行
政
事
務
を
効
率
的
に
行
う
た

め
、
公
用
車
を
保
有
し
て
い
る
が
、
平

成
25
年
度
当
初
に
お
け
る
保
有
、
稼
働

状
況
は
ど
う
か
。

総
務
部　

 

保
有
台
数
は
3
2
8
台
、

年
数
別
で
は
5
年
未
満
1
3
3
台
、
10

年
未
満
73
台
、
15
年
未
満
97
台
、
15
年

以
上
25
台
と
な
っ
て
い
る
。
稼
働
率
は

最
高
1
0
0
％
、
最
低
25
％
と
な
っ
て

い
る
。

鎗
光  

公
用
車
の
年
間
維
持
管
理
費
の

総
額
は
。

総
務
部　

 

総
額
は
4
、
5
7
7
万
円
。

鎗
光　
車
両
の
購
入
基
準
は
。

総
務
部　

 

天
草
市
公
用
車
両
購
入（
リ

ー
ス
）
指
針
を
作
成
し
て
い
る
。
購
入

と
リ
ー
ス
を
比
較
す
る
と
購
入
が
経
済

的
で
あ
る
。

鎗
光  

交
通
事
故
件
数
と
事
故
防
止
対

策
は
。

総
務
部　

 

平
成
24
年
度
は
30
件
発
生

し
て
い
る
。
安
全
運
転
の
意
識
高
揚
を

図
っ
て
い
る
。

鎗
光  
公
用
車
の
一
元
管
理
を
進
め
更

新
計
画
を
作
成
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
公
用
車
の
ド

ア
に
有
料
広
告
を
掲
載
す
べ
き
と
要

望
。

【
窓
口
受
付
業
務
に
つ
い
て
】

鎗
光  

窓
口
受
付
業
務
に
お
け
る
職
員

教
育
や
指
導
は
。

市
民
生
活
部   

窓
口
で
は
市
役
所
の
顔

と
し
て
対
応
し
て
い
る
。
新
人
研
修
や

勤
務
年
数
に
よ
る
研
修
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、「
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
、
は

っ
き
り
と
」
を
基
本
に
し
て
い
る
。

鎗
光  

窓
口
業
務
時
間
延
長
は
市
民
の

利
便
性
向
上
の
た
め
今
後
も
実
施
を
要

望
。
　
次
に
、
市
職
員
減
少
の
中
、
サ
ー
ビ

ス
低
下
を
招
か
な
い
た
め
に
民
間
委
託

は
考
え
な
い
の
か
。

市
民
生
活
部   

職
員
の
資
質
、
能
力
向

上
に
努
め
て
い
る
。
窓
口
業
務
の
民
間

委
託
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
い
る
。

鎗
光  

事
務
事
業
を
総
点
検
し
、
先
進

事
例
を
参
考
と
し
て
ど
こ
ま
で
出
来
る

の
か
検
討
す
べ
き
。
市
民
に
対
す
る
接

客
に
つ
い
て
は
「
お
も
て
な
し
」
の
心

を
込
め
た
取
り
組
み
を
要
望
。

伝
統
・
文
化
を
守
る
こ
と
に
つ
い
て

公
用
車
の
管
理
運
用
状
況
に
つ
い
て

鎗光秀孝
議員

福
嶋

福
嶋

福
嶋

福
嶋

福
嶋

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

中
村　
３
月
９
日
付
け
の
新
聞
に
掲
載

さ
れ
た
市
長
の
談
話
の
中
で
、「
旧
本

渡
市
へ
の
一
極
集
中
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

と
ら
え
て
お
り
、
本
渡
に
大
き
な
力
を

集
め
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
天
草
全
体
を
引

っ
張
っ
て
い
く
」
旨
の
発
言
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
真
意
は
。

市
長　

旧
２
市
８
町
が
同
じ
よ
う
に
厳

し
い
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
中
、
本
渡

地
区
に
市
全
体
に
必
要
な
都
市
機
能
を

集
約
し
、
周
辺
地
区
と
連
携
す
る
こ
と

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
効
率
的
に
進

め
る
こ
と
が
重
要
と
の
意
を
込
め
た
。

中
村　
公
共
施
設
の
統
廃
合
が
進
ま
な

い
な
ど
、
行
政
の
効
率
化
が
図
れ
て
い

な
い
の
は
、
い
ま
だ
に
市
と
し
て
一
体
化

で
き
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
。
一
極

集
中
す
る
に
は
、
あ
わ
せ
て
衰
退
す
る

周
辺
地
域
へ
配
慮
し
た
施
策
も
必
要
で

あ
り
、
ま
た
市
民
に
対
し
、
地
域
で
や

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
や
我
慢
が
必
要
な

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
も
、
き
ち
ん
と
説

明
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
今
後
ま
す

ま
す
厳
し
く
な
る
市
の
財
政
状
況
を
見

据
え
れ
ば
、「
一
体
感
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
早
急
に
進
め
、
行
政
の
効
率
化

を
図
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
談
話
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
た

が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
構
築
す
る
お
考
え
か
。

市
長  

地
域
の
課
題
を
地
域
み
ず
か
ら

解
決
で
き
る
よ
う
発
展
す
る
こ
と
が
将

来
像
で
あ
り
、
さ
ら
に
地
域
経
済
の
活

性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く

り
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
観
点
か
ら
地
区
振
興
会
や
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
活
動
も

次
第
に
認
知
さ
れ
て
一
定
の
成
果
を
挙

げ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

中
村  

地
域
を
つ
く
る
に
は
公
的
な
支

援
も
必
要
で
あ
り
、
各
地
域
の
第
一
線

で
そ
の
役
割
を
担
う
の
は
支
所
で
は
な

い
か
。
以
前
よ
り
申
し
て
き
た
が
、
組

織
再
編
な
ど
必
要
な
効
率
化
は
図
り
つ

つ
も
、
職
員
が
責
任
を
持
っ
て
地
域
づ

く
り
に
参
画
で
き
る
よ
う
、
支
所
に
も

一
定
の
権
限
を
与
え
、
本
質
的
な
機
能

の
充
実
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
長  

各
地
域
団
体
が
連
携
し
て
動
い

て
い
く
た
め
に
は
、
支
所
も
権
限
を
持

っ
て
支
援
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
支
所
の
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
い

も
の
と
認
識
し
た
。

地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
を
目
ざ
し
て

中
村

中
村

中
村

中村五木
議員

福嶋啓子
議員

総
務
部
長

総
務
部
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

市
長

市
長

市
長

経
済
部
長

経
済
部
長

経
済
部
長

観
光
文
化
部
長
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一 般 質 問

　
平
成
25
年
度
の
全
国
市
議
会
議
長
会
の
総
会
に
お
い
て
、
永
年
に
わ
た
り
地

方
自
治
の
発
展
に
寄
与
し
た
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
永
年
勤
続
議
員
表
彰

平
山  

泰
司  

議
員

議員歴

　このたび在職15年以上の永年
勤続の表彰を賜りました。これもひ
とえに、地元後援会を初め、多くの
皆さまのご支援、ご厚情のたまも
のであり感謝しております。
　私が、市議会議員として取り
組んできた第二天草瀬戸大橋の
建設も事業着手が決定され、早
期完成を望むものであります。
　今後とも、天草市発展のため、
地域のため、頑張っていく所存
でございます。

15年表彰

議員より一言

議員歴

議員より一言

議員歴

議員より一言

・平成10年４月～同18年３月
　　  （本渡市議会議員）
・平成18年４月～同25年４月
　　  （天草市議会議員）

蓮
池  

良
正  

議
員

　老いも若きも笑顔で暮らせる地
域づくりが、行政と議会と市民（組
織）に求められています。
　基幹産業である農林漁業の多様
な担い手育成支援に向けた記念す
べき年にあたり、市議会議員とし
て15年の勤続表彰を受けますこと
に責任の重大さを感じております。
　持続できる天草（市）づくりに、今
後とも果敢に努力してまいります。

15年表彰

・昭和62年5月～平成7年5月
　　  （五和町議会議員）
（表彰規程により対象期間に含まれない）

・平成10年４月～同18年３月
　　  （本渡市議会議員）
・平成18年４月～同25年４月
　　  （天草市議会議員）

田
中  

茂  

議
員

　この度、全国市議会議長会より
永年勤続表彰を受けました。これ
までご指導・ご支援をいただきまし
た皆さま方に心より感謝を申し上
げます。これからも、微力ながら地
域のために、ひいては天草市発展
のために誠心誠意努力をいたして
まいる覚悟です。よろしくお願いい
たします。

10年表彰

・平成11年５月～同15年12月
　　  （五和町議会議員）
・平成16年２月～同18年３月
　　  （五和町議会議員）
（町議会議員の勤続年数は、市議会
　議員の１/２で換算される）

・平成18年４月～同25年４月
　　  （天草市議会議員）

ブータン王国のプナカ・ゾン



　かねてより、天草市議会定例会を度々傍聴
しています。そして天草市発展のため、この
質疑応答の重大さを実感しているところで
す。「千歳を観んと欲すれば、則ち今日を審
らかにせよ」未来は現在にあるという言葉が
ありますが、高い目標をかかげて足元の対応
を誤らないようにと、議員の方々は私たちの
生活に密着した問題を、多角形の目線からご
意見ご提案をされています。物事は人が思考
し、話すことによって具現化することができ
ると思っています。
　このさまざまな分野の行政のあり方に、私
たち市民もお互いに関心を持って理解協力す
る姿勢を持ちたいと思う一人です。市民の皆
様も天草市発展のため、市議会の質疑応答の
場に足をお運びいただき、一人でも多く傍聴
されることを切に願うものです。

（五和町　原田潤子）

　ある日の新聞を見て唖然としました。「生
徒の教師への暴言」なぜ起こるのか。
　私は縁あって数年前から地元の小学校と交
流を持つようになりました。先生方、保護者、
地域の人から温かく接していただいておりま
す。子どもたちも楽しく登校しているようで、
皆さんとの会話もはずみます。
　先生方も早朝から快く迎えてくださり、子
どもたちも遠くから大きな声であいさつをし
てくれます。また、子どもたちの発表会にお
いては、保護者をはじめ、地域の人たちもた
くさんおいでになります。
　毎日の登下校時の声かけや見守りなど、地
域でお互い心から信頼し合った仲で行なって
おり、「教師への暴言」など考えられません。
　地元の小学校と地域のつながりを誇りに思
っております。

（本町在住　80歳代女性）

　伝承では、京都から伝えられ、江戸時代
中期から始まったとされる。久玉町内之原
地区では、田植え終了後の日曜日（今年は
7月7日）に、朝、十五社宮での祭典後、太
鼓踊りを奉納し、続いて大太鼓を先頭に集
落を巡回、3ヵ所の田の淵で虫封じの祈祷
をする。
　翌日は代表者たちが神社で雨乞いの祈祷
をする。以前は太鼓打ちのほか、女性の踊
り手がいたが現在では踊り手が高齢化した
ためできなくなった。

意見募集！！ 随時、市民の皆さまの声を掲載していきます。市議会への意見等ございましたら下記までお願いします。
　　　　　　投稿される場合は必ず連絡先をご記入ください。
〒863-8631　東浜町8番1号　天草市議会事務局 TEL：0969-23-1111　FAX：0969-24-4434
メールアドレス  gikai@city.amakusa.lg.jp（市民の声の投稿用であり、内容に対する返信等は行ないませんのであらかじめご了承ください。）

信頼関係で結ばれる
　　　　　　　我が地域！

行政に関心を持つため、
  議場へ足を運びましょう！

市民の

声

ちとせ み ほっ すなわ つまび

虫追いどん
今号の表紙

きとう
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政務活動報告

●淡路市　廃校舎の利活用「のじまスコーラ」
　児童生徒の減少から学校の統廃合が相次ぐ中、廃校舎
の利活用策が課題である。平成24年9月に民間企業の誘
致に成功し㈱パソナふるさとが設立され、旧野島小学校
の土地・建物を無償で譲り受け、レストランやパン工房、
農産物の直売所等として、「のじまスコーラ」をオープ
ン、廃校舎を再利用して“地域再生”につなげていた。同
施設には、島内外から週に1,800人以上の家族連れや観
光客が訪れ、たいへんにぎわっている。

●徳島市　全市立小中学校に緊急地震速報システム　
（ＦＭ方式）

　東日本大震災や南海トラフ大地震を想定してインター
ネット回線よりはるかに安価なＦＭラジオ放送の緊急地
震速報を受信して、音声で伝える「ＦＭラジオ放送報知
音連動型緊急地震速報機」が全市立学校に設置され、独

自の緊急地震速報システ
ムが構築されている。
（設置費用は1校で約１
万円、43校に設置され
ている）

●三好市　コンビニ交付サービス事業
　住民基本台帳カードを活用して、市町村が交付する各
種証明書等を全国のコンビニで取得できるものです。各
種証明書として、住民票の写し、印鑑登録証明書、各種
税証明書、戸籍証明書などの中から、市区町村が自由に
選択できる。交付サービス時間帯も年末年始の6日間を
除けば、6時30分から23時までサービスを受けること
ができる。現在、全国66団体が実施しており、天草市
で取り組めれば、時間や距離的な課題を克服できる可能
性は高い。

●横浜市泉区　イトーヨーカドー立場店　
　　　　　　　　　　　　　　　天草インショップ
　インショップでは、店長より詳細に説明を受け、土地
柄から青果物が人気商品であることがわかった。売り上

げなども伸びてはいるが、
もう少しあってもと感じた。
店側と天草市側との若干の
相違が感じられたので、今
後は、お互いに密なコンタ
クトを取り、一層の商品充
実が課題と思われる。

●水戸市役所
　水戸市役所では、行財政改革の取り組みを行っておら
れ、年々に評価システムの基本方針を決定し、前年度の
見直しを毎年続けて行うことでさらなる改革が進行され
ていた。
　評価も、１次（各部推進会議）２次（外部委員会）３次（行
革推進本部）と、段々厳しい評価となっている。評価の
基準も、必要性、効率性、有効性をチェックシートを活
用しており、最終的には実績として数字を上げている。
　本市も綿密な計画チェックを実施し、行革を進める必
要があることを痛感した。

赤木武男 《３月28日～ 30日》　兵庫県淡路市、徳島県徳島市、三好市

装置の詳細な説明を受ける

《５月８日～10日》　神奈川県横浜市、茨城県水戸市
創和会　〈田中　茂・池田次人・北野鋼一・松江雅輝・鎗光秀孝・船辺　修〉

調査目的：平成23年11月にオープンしたインショップの現状と将来について、現場、実情を調査。
　　　　　行革の先進地である水戸市の行政評価システム等について調査

●千歳市　防災学習交流センター『そなえーる』
　『そなえーる』の１階は防災学習室や屋内訓練室などで
構成し、２階は過去に国内で起きた大地震を体験したり、
煙の中で避難行動を体験できる展示スペースがある。
　日常的に近隣居住の子供たちが学校から帰宅後に、体
験コーナーで遊びながら自然とからだで理解し身につける
一定の効果があると言える。天草市では閉校後の校舎を
利用することでゾーニングして設置することで、広く防災意
識の高揚と普及が図られると考えられる。
　その他、札幌市にて「議員の政策立案機能の向上につ
いて」視察を行った。

●甲州市　デマンドバス（利用者の要求に対応して運
行するバス）について

　甲州市の場合、利用者が事前に乗降する停留所を決め、
利用者の予約に応じて、その都度コースを選定して目的地ま

で運行するシステムである。いわゆるエリアごとの小型乗合
バスである。
　システム内容は、①事前登録→②乗降バスの予約（予約
センター受付）→③配車システム（予約に応じてルートを決
定）→④運行バス（システム上決定したルートを運行）。
　予約に応じてルートを決定し運行するので、停留所が増
え、買い物にも便利になることに加え、予約が簡単であるな
ど利便性に配慮したシステムが構築されていた。
　天草市でも早急な公共交通機関の検討が望まれる。
　その他、飯能市に
て「タブレット端末
導入について」、品
川区では「木質バイ
オマスコージェネレ
ーションについて」
視察を行った。

《5月15日～17日》　北海道千歳市・札幌市　　《7月8日～10日》山梨県甲州市・埼玉県飯能市・東京都品川区

天政会　〈本田武志・𠮷川徳澄・中村五木・脇島義純・池田裕之・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村三千人・勝木幸生・宮下幸一郎〉

あわじ みよし



　議会の本会議は、基本的にどなたでも議場に入って
傍聴していただくことができます。また、委員会も委
員長の許可を得れば傍聴が可能です。
　議会で何が協議され、議員がどんな質疑や質問をし
ているかなどを市民のみなさんに直接見ていただくこ
とが、議会の公開、透明性にとって非常に大切です。
ぜひ、議場へ足をお運びください。
　議場に傍聴へ出かけることができない場合は、ケー
ブルテレビや市議会のホームページにおいて議会中継
を行っておりますので、ぜひ、ご覧ください。また、
見逃された方は録画映像や議事録をご覧ください。

編
集
後
記

市議会の傍聴について議会Q&A
? !

Qシリーズ
第4回

　
市
総
合
政
策
部
で
準
備
中
の
自
治

基
本
条
例
（
素
案
）
説
明
会
の
一
会

場
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。
当
条
例

が
市
民
生
活
や
各
地
域
に
活
用
さ
れ

る
も
の
に
な
る
こ
と
を
願
い
な
が

ら
、
要
は
条
例
の
体
裁
だ
け
で
な
く

中
身
の
本
質
的
な
理
解
と
活
用
が
、

よ
り
求
め
ら
れ
て
く
る
だ
ろ
う
と
感

じ
ま
す
。

　
１
年
早
く
制
定
・
施
行
さ
れ
て
い

る
天
草
市
議
会
基
本
条
例
と
共
に
、

市
行
政
へ
の
監
視
だ
け
で
な
く
、
市

民
が
求
め
願
う
「
ま
ち
づ
く
り
」
の

方
向
と
中
身
を
、
よ
り
豊
か
に
議
論

し
実
践
し
て
い
く
契
機
に
し
た
い
も

の
で
す
。

　
９
月
定
例
会
に
は
、新
条
例（
案
）

が
提
出
さ
れ
る
と
言
わ
れ
ま
す
が…

。

蓮
池
良
正

　今回は天草最高峰の山、倉岳山頂へ登ってき
ました。車で山頂付近まで行けますが、ぜひ登
山道を登ってみてください。棚底城跡の駐車場
から登山開始、途中休憩をしながら、約90分
で山頂到着です。山の上から眺める海とその海
に浮かぶ島々の絶妙なバランス、大自然を楽し
んでみませんか。まさにパワースポットです。
　体力がある方は隣に天草第2位の矢筈岳（標
高626m）が見えますのでチャレンジしてみて
下さい。 　　　　　　　　　　　　濱洲　大心

倉岳
（標高682ｍ）

倉岳町

議長
日記

　

富
士
山
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
の
喜
び
の
様
子
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

七
月
一
日
の
山
開
き
か
ら
吉
田
の
火
祭
り
ま

で
が
夏
登
山
の
季
節
で
す
。
私
も
、
何
度
と
な
く
登
り
ま

し
た
。
三
千
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
空
気
が
薄
く
な
り
高

山
病
の
症
状
が
表
れ
ま
す
。
小
学
生
の
娘
と
登
っ
た
と
き

最
期
の
階
段
に
な
り
、
目
前
に
頂
上
の
鳥
居
が
見
え
ま
し

た
。
し
か
し
、
娘
の
様
子
が
苦
し
そ
う
で
下
山
を
選
択
。

山
は
、
ま
た
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
登
山
に
は
、

下
山
す
る
勇
気
が
も
っ
と
も
大
切
で
す
。

　

議
会
に
も
、
色
々
な
案
件
が
上
程
さ
れ
ま
す
。
即
決
で

な
く
熟
慮
す
る
判
断
。
つ
ま
り
、
下
山
す
る
判
断
も
議
会

の
選
択
肢
の
一
つ
と
思
い
ま
す
。

〔前列左から〕委員長  濱洲大心・副委員長  福嶋啓子
〔後列左から〕委員  楠本千秋・船辺  修・蓮池良正
　　　　　　　  宮下幸一郎・黒田忠広

天草市議会広報広聴委員会

傍聴するときは・・・
①入場口で住所と氏名を受付簿に記入してください。
②定員は50人です。団体等で傍聴される場合は事前に、議会事務局へお知らせください。
③傍聴される場合は、帽子を着用したり、飲食・喫煙等をしてはいけないなど、守るべき
事項が定められています。詳細は、傍聴席入場口の「天草市議会傍聴規則」をご覧ください。

天草市議会

やはず

あまくさ市議会だより 16
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○天草市議会傍聴規則 
平成18年５月17日 
議会規則第２号 

（趣旨） 
第１条 この規則は、地方自治法（昭和22年法律第67号。以下「法」という。）第130条第３項

の規定に基づき、傍聴に関し必要な事項を定めるものとする。 

（傍聴席の区分） 
第２条 傍聴席は、一般席及び報道関係者席とする。 

（傍聴の手続） 
第３条 会議を傍聴しようとする者は、所定の場所で自己の住所及び氏名を傍聴人受付簿に記

入しなければならない。 ２ 会議を傍聴しようとする者が団体である場合においては、代表者又は責任者が、その団体

の名称及び傍聴する者の人員を傍聴人受付簿に記入しなければならない。 

（傍聴人の定員） 
第４条 傍聴人の定員は、50人とする。 
（議場への入場禁止） 第５条 傍聴人は、議場に入ることができない。 

（傍聴席に入ることができない者） 
第６条 次の各号のいずれかに該当する者は、傍聴席に入ることができない。 

(1) 銃器その他危険なものを持っている者 

(2) 酒気を帯びていると認められる者 
(3) はり紙、ビラ、掲示板、プラカード、旗、のぼりの類を持っている者 

(4) 前３号に掲げるもののほか、会議を妨害し、又は迷惑を及ぼすと認められる者 

２ 児童及び乳幼児は、傍聴席に入ることができない。ただし、議長の許可を得たときは、こ

の限りでない。 
（傍聴人の守るべき事項） 第７条 傍聴人は、傍聴席にあるときは、次の事項を守らなければならない。 

(1) 議場における言論に対して拍手その他の方法により公然と可否を表明しないこと。 

(2) 談論し、放歌し、高笑し、その他騒ぎ立てないこと。 

(3) はち巻、腕章の類をする等示威的行為をしないこと。 
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